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§１．研究成果の概要 

本研究課題では、スピン禁制遷移（S-T 遷移）を光により直接励起する技術を開発することで、

従来の物質の光励起の制約から脱却した新たな光化学反応ルートを提案する。 

今年度は、２つのプラットフォームを用いて、原理検証を含む下記の研究を実施した。 

(1) 高屈折誘電体ナノ粒子プラットフォーム：今年度はスピン禁制遷移を実現するためのカギとなる

“磁気双極子遷移”を大幅に増強できる技術を開発した。昨年度開発したシリコンナノ粒子につい

て、磁気双極子発光体としてユーロピウムイオンを表面に付加する技術を開発した。顕微分光法

により作製した粒子の発光スペクトルを測定し、磁気双極子発光が電気双極子発光に対して１桁

以上増強することを実証した。また、Mie 散乱特性の評価と理論計算により発光増強がナノアンテ

ナの磁気四重極子共鳴との結合によるものであることを示した。今後、本技術は光の磁場成分を

活用した光化学反応経路の開拓につながると期待される。 

(2)基板型反応プラットフォーム：固体基板上に形成したシリコンナノディスクアレイにおいて、ディス

ク径と高さを制御することによって、顕著な磁場増強効果を有するトロイダル共鳴を見出した。共鳴

波長を酸素分子の励起波長にチューニングして、磁場増強効果による一重項酸素生成について

検討し、励起効率の向上を実現した。 
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